
「
検
診
一
括
申
込
書
」
提
出
に
協
力
を

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
の
検
診

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
町
民
に
検
診
一
括

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、「
検

診
の
ご
案
内
」
を
参
考
に
記
入

し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

○
提
出
す
る
も
の

　

令
和
２
年
度
検
診
一
括
申
込
書

○
提
出
期
限
＝
３
月
11
日
（
水
）

○
提
出
先

　

①
自
治
公
民
館
長

　

②
役
場
町
民
保
健
課

　

③
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

　

※
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
書
を
撮
影
し
、
送
信
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
は
規
定
の
期
間
ま
で

に
終
え
、
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

主
な
国
税
の
確
定
申
告
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

２
月
17
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

○
贈
与
税

　

３
月
16
日
（
月
）
ま
で

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に

よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一

週
間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確

認　

火
の
用
心
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

本
人
確
認
に
協
力
を

　

令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た

京
都
府
京
都
市
伏
見
区
の
爆
発
火

災
を
受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な

使
用
を
徹
底
す
る
た
め
、
２
月
１

日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購

入
さ
れ
る
か
た
に
対
し
て
、
本
人

確
認
（
運
転
免
許
証
の
提
示
な

ど
）、
使
用
目
的
の
確
認
を
行
う

と
と
も
に
販
売
記
録
を
作
成
す
る

こ
と
が
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
手
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

２
月
は
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月

間
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
猫
の
繁
殖
時

期
が
始
ま
る
２
月
を
「
猫
の
適
正

飼
養
推
進
月
間
」
と
定
め
、
猫
の

終
生
飼
養
お
よ
び
適
正
飼
養
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

猫
を
飼
う
と
き
は
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫
は
、
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
と
、
室
内
で
も
十

分
生
活
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん

尿
や
菜
園
荒
ら
し
な
ど
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
猫
に
手
術
を
す
る
の
は

か
わ
い
そ
う
、
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
産
ま
れ
た

子
猫
を
責
任
を
持
っ
て
飼
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
不
幸
な

命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
不
妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気

の
予
防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減

少
に
も
な
り
ま
す
。

○
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、

所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。
開

い
た
ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら
脱
走

し
た
り
、
突
然
の
災
害
で
行
方
不

明
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
迷
子
札

を
首
輪
に
つ
け
た
り
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
施
す
こ
と
で
、
飼
い
主

の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

家
畜
の
定
期
報
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に

よ
り
、
家
畜
の
所
有
者
は
毎
年
、

家
畜
の
飼
養
状
況
な
ど
に
つ
い
て

県
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

2
月
1
日
時
点
の
飼
養
頭
羽
数

や
飼
養
衛
生
管
理
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
報
告
対
象

　

全
て
の
家
畜
や
家
き
ん
（
鶏
な

ど
）
の
飼
養
者

○
報
告
期
限

　

・
牛
、
豚
、
馬
な
ど

　
　

４
月
15
日
（
水
）
ま
で

　

・
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

　
　

６
月
15
日
（
月
）
ま
で

○
報
告
先
＝
北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
畜
産
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
２
２
６

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　

令
和
２
年
度
裁
判
所
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

４
月
１
日（
水
）～
９
日（
木
）

　

・
郵
送

　
　

４
月
１
日（
水
）～
３
日（
金
）

○
第
１
次
試
験
日

　

５
月
９
日
（
土
）

　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

　

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
０
７

必ず確認、最低賃金！
県の最低賃金は時間額 790 円

　現在の鹿児島県の最低賃金は、次のとおりとなっています。使用者も労働者も、必ず
鹿児島県の最低賃金を確認しましょう。

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

※最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど
　すべての労働者に適用され、使用者は労働者に
　対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければ
　なりません。
※「外国人技能実習生」は「技能習得中のもの」
　には該当しません。
※最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 (賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　
　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

790 令和元年 10 月３日

特定最低賃金
（産業別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

812 令和元年 12 月 19 日

自動車（新車）小売業 844 令和元年 12 月 29 日

1415


